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調査票Ａ-1票

12月2日（金）までに、ご投函下さい

調査票Ａ-1票
（在宅療養支援診療所/病院の情報）

在宅療養支援診療所/病院の届け出を行っている医療機関の情報についての調査票です。
院長、もしくは事務長（に相当する役職）の方がご記入ください。

※当調査票における「自宅」とは、本人・家族の持ち家又は賃貸住宅を指します。グループホーム、サービス
付き高齢者向け住宅、経費老人ホーム（ケアハウス）、有料老人ホームは除きます。

※調査基準日：特に指定がない場合は、平成28年9月1日時点でご回答ください。

アンケート調査票の回答期限（投函期限）
ご記入頂いた調査票は、同封の返信用封筒に入れて頂いた上、

平成28年度　厚生労働省　老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業
医療・介護ニーズがある高齢者等の地域居住のあり方に関する調査研究事業

「退院後の地域居住を可能にする住まいとサービスのあり方に関するアンケート調査」

一般財団法人高齢者住宅財団

電話暗号
メール

アドレス

ご担当者名

ご住所
〒

貴院名称

本調査結果の概要報告書をお送りさせて頂きますので、ご連絡先を下記の通りご記入ください。
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調査票Ａ-1票
▶貴施設について教えてください

問１　基本情報

 ③病床数 総病床数（　　　　床）　　内訳　一般（　　床）療養（　　床）その他（　　床）
 ④医師数 人 人 人
 ⑤看護師・准看護師数 人 人 人

１．在支診１（単独強化型）　 ４．在支病１（単独強化型）　 ７．届け出なし
２．在支診２（連携強化型）　 ５．在支病２（連携強化型）　
３．在支診Ⅲ（従来型） ６．在支病Ⅲ（従来型）

 ⑦現住所での施設開設年  西暦 年

 ⑩在宅患者の医療処置で、現時点で対応が困難な処置について、当てはまるもの全てに〇を付けてください
１．点滴・静脈注射 ５．胃ろう、腸ろう ９．人工呼吸器の管理 １３．留置カテーテル
２．中心静脈栄養 ６．人工肛門 １０．疼痛管理 １４．喀痰吸引
３．経鼻胃管栄養 ７．酸素療法 １１．褥瘡の管理 １５．輸血
４．透析（血液・腹膜） ８．気管切開の処置 １２．リハビリ １６．その他（　　　）

 ⑪医師会への加盟状況
 ⑫自院内もしくは同一法人内に、（看取り等が可能な）病床がある 　１．ある　　　２．ない
 ⑬同一法人内で、介護保険事業を行っている場合は、該当する事業に〇をつけて下さい。
１．訪問看護 ３．居宅介護支援 ５．通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ７．介護老人福祉施設または介護老人保健施設
２．訪問介護 ４．通所介護 ６．グループホーム ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

問２　貴施設の９月における訪問診療対象患者数、およびそのうち自宅（※）療養患者数、自宅看取り件数の状況
※当調査では、自宅とは本人・家族の持ち家又は賃貸に限定します。グループホーム、サービス付き高齢者向け住宅、
　軽費老人ホーム（ケアハウス）、有料老人ホーム等は除きます。

ア）訪問診療料算定患者数 人
イ）うち、自宅で療養していた患者数 人
ウ）９月中（月間）の自宅看取り患者数 人

人
ア）訪問診療料算定患者数 人
イ）うち、自宅で療養していた患者数 人
ウ）９月中（月間）の自宅看取り患者数 人

人
ア）訪問診療料算定患者数 人
イ）うち、自宅で療養していた患者数 人
ウ）９月中（月間）の自宅看取り患者数 人

人

問３　貴施設による自宅看取り件数の経年推移（トレンド）についてお伺いします。
 ①在支診/病の届け出を行って２年目（軌道に乗って）以降、現在に至るまで、月間の自宅看取り件数は、

１．現在も順調に増加してきている ２．現在頭打ちとなっている ３．現在、減少に転じている
 ②-１そのトレンドの背景となる要因について、該当するものを全て選んで〇をつけて下さい。

１．自院の在宅医療提供体制の増減（スタッフ体制の増減、スキルの増減等）や限界が背景となっている
２．地域の他の医療機関や事業所との連携の増減（連携強化や連携の解消等）が背景となっている
３．地域の競合医療機関の増減が背景となっている
４．地域の需要の増減（高齢者人口の増減、自宅看取りニーズの増減等）が背景となっている

 ⑨外来診療と訪問診療の診療時間のおおよその比率

 ①都道府県  ②市区町村

　　　番
 ②-２設問①のトレンドで、「１．増加」または「３．減少」を選んだ方は、最もそれに影響を
　　与えている背景要因を、②-１の選択肢１～４の中からひとつ選んで記載してください

② 平成26年9月
（2年前の状況）

③ 平成23年9月
（5年前の状況）

エ）自宅で診ていたが、最期は自宅以外の場所（施設や病床）で看取りとなった患者数

エ）自宅で診ていたが、最期は自宅以外の場所（施設や病床）で看取りとなった患者数

エ）自宅で診ていたが、最期は自宅以外の場所（施設や病床）で看取りとなった患者数

 ⑥在支診/病の届け出状況
（いずれかに〇）

非常勤

 西暦   　　　　年

１．入会している　　　２．入会していない

常勤
常勤

常勤換算
常勤換算

 ⑧最初に在支診/病の届け出を出した年

非常勤

外来[　　]：訪問[　　] （例→外来[ 6 ]：在宅[ 4 ] ）

① 平成28年9月
（今年の状況）
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調査票Ａ-1票
問３（つづき）

 ③ 下記に、医療機関として高齢者の自宅看取りを支える力の向上に資する可能性のある要素を列挙しました。
設問②の選択肢で、１または２（もしくは両方）を選んだ方は、その具体的理由に合致する項目について、
１または２を選ばなかった方は、もし仮にこれから自宅看取り件数を増やしていこうとする場合に重要になる
だろうと思う項目について、最も当てはまるもの上位３つに○をつけて下さい。
１．スタッフの増員（事業所のチーム体制の複数化）の容易さ
２．自宅看取りのスキルを学ぶ研修会や、ケースカンファレンスなどへ参加できる機会の多さ
３．実際の看取りケースを（同行等で）間近で体験し学ぶ機会の多さ
４．医療と介護の両職種が、気軽にコミュニケーションが取れる環境の存在・整備
５．多職種間の情報連携が（例えばＩＣＴ等で）仕組み化・効率化
６．病院と在宅側（医療・介護）との退院調整や急変時対応における連携の仕組み化
７．患者(利用者)本人や家族への、自宅での看取りに関する啓発や教育の実施

 ④ 設問①で選択されたトレンドの理由について、選択肢では出ていない要素があれば具体的に教えてください

問５　地域の医療機関・介護サービス等は、地域の在宅療養・在宅看取りの需要に応えられていますか？
※ここでは狭義の自宅だけではく、病院以外の生活の場（介護施設、サ高住等）を含んだ意味でお答えください
 ① 在宅療養の需要
 ② 在宅看取りの需要

問６　在宅療養の推進という観点から観た際、下記の地域の
医療・介護資源について、貴施設からみたこの市町村
における過不足感を教えてください。

（右の5項目から当てはまる番号に○を付けて下さい）

 ①積極的にリーダーシップを発揮しているのは誰ですか？当てはまるものに○を付けて下さい（複数回答可）
１．自治体 ４．特定の医師や看護師、ｹｱﾏﾈ等の個人 ７．特に音頭を取っている主体はない
２．医師会 ５．特定の医療機関や介護施設、法人 ８．その他（　　　　　　　　　　　　）

　 ３．介護系の職能団体 ６．自治会などの地域住民組織 ９．わからない
 ② 設問①で選択した主体が推進した各種取り組みの中で、最も成功しているものは何ですか？（自由記述式）

 ⑨介護老人保健施設（老健） 1
 ⑩比較的低価格な介護付有料老人ホームやサ高住など 1

5
2 3 4 5

 ③24時間対応の訪問介護事業所の数 1
 ④自宅看取りに習熟しているケアマネジャーの数 1
 ⑤レスパイト施設の数 1
 ⑥病院の退院調整機能（例：退院調整スタッフの人数）

2 3
2 3

1

非常に
余裕が
ある

適切な量が
ある

不足
している

不足を隣接
自治体の資
源で補完

わから
ない

 ①在宅療養支援診療所の数 1
 ②24時間対応の訪問看護ステーションの数 1

4 5

2 3 4 5
2 3 4 5

4 5

2 3 4 5
2 3 4 5
2 3 4

➡裏面に続く

2 3 4 5

 ⑦急変時受入可能なバックベッドの数 1
 ⑧特別養護老人ホーム 1

（自由記述式）

 １．十分対応できている　２．対応できている　３．対応できていない　４．不明
 １．十分対応できている　２．対応できている　３．対応できていない　４．不明

問７　この市区町村における在宅療養の推進や医療介護連携のリーダーシップについて

2 3 4 5

▶ここからは、貴施設が所在する市区町村の地域としての状況について教えてください
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調査票Ａ-1票

問８　市区町村で、自宅看取りに対する希望や件数は増えていますか？　実感に近いもの1つに〇を付けてください

④で２～４を選んだ場合は、問１０へ進んでください

　左列は当てはまるもの全て、
　右列にはその中で特に重要なもの（3つ迄）に〇を付けてください
１．24時間対応可能な在宅医が地域に多いこと
２．病院の退院調整が早期かつ丁寧で、連携がよく機能していたこと
３．24時間対応可能な訪問看護ステーションが地域に多いこと
４．24時間対応可能な訪問介護事業所が地域に多いこと
５．自宅看取りに習熟しているケアマネジャーが地域に多いこと
６．在宅対応型の薬局が地域に多いこと
７．急変時に受け入れ可能な後方支援病床が地域に多いこと
８．看取りの経験豊富な在宅医・訪問看護師が地域に多いこと
９．疼痛コントロールが可能な在宅医が地域に多いこと
10．医療・介護の多職種連携や相互交流が活発な地域だったこと
11．行政が医療介護連携強化（研修や交流の場づくり等）に積極的なこと
12．自宅での療養や看取りの文化や認識が昔から一般的な地域であること
13．自宅療養や看取りに関する住民向け啓発活動が盛んな地域であること
14．隣近所の互助やボランティア組織による生活支援が充実していること
15．行政による住宅改修補助等の各種支援施策が充実してること
16．その他

文例：「自治体が、医師が〇〇できる仕組みを整備する」「医師会が住民を〇〇すること」

１．増加　　　２．以前と同じ　　　３．減少　　　４．不明

問９　実際の自宅看取り件数が増加していると感じている方に伺います。
　　　下記に挙げた、市区町村の環境的要因のうち、自宅看取りの増加に寄与したと思われるものはどれですか？

問１０　今後、在宅療養や自宅看取りの希望に対応していくためには、市区町村で具体的に誰が何をやっていく
　　　　べきとお考えですか？（自由回答）

寄与したもの
（すべて）

特に重要なもの
（上位３つ）

１．増加　　　２．以前と同じ　　　３．減少　　　４．不明
１．増加　　　２．以前と同じ　　　３．減少　　　４．不明

 ④実際に自宅看取りとなる人数

当調査票の質問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。

１．増加　　　２．以前と同じ　　　３．減少　　　４．不明

 ①自宅療養を希望する人数
 ②実際に自宅療養となる人数
 ③自宅看取りを希望する人数
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調査票B-1票（在支診/病の患者）

①

③

④

● 調査票到着時に上記①～④の条件を“すべて満たす直近の１名”

※同送のＡ票との紐づけのため、Ｂ票にも下記の事業所情報をご記入ください

電話番号

平成28年度　厚生労働省　老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業
医療・介護ニーズがある高齢者等の地域居住のあり方に関する調査研究事業

「退院後の地域居住を可能にする住まいとサービスのあり方に関するアンケート調査」

一般財団法人高齢者住宅財団

貴院・事業所がサービス（訪問医療や訪問看護、ケアマネジメント）を提供した患者・利用者で、
すでに死亡した（お看取りとなった）者であること

病院からの退院時に、本人(※1)が「入院前に住んでいた自宅(※2)に戻ること」を希望し、実際に自宅
に戻って、自宅療養をした（自宅で医療・介護サービスを受けた）者であること

退院時に本人の意思疎通が困難だった場合、家族等が入院前の本人の希望をくみ取り、自宅復帰をその家族が希望し
た、という場合でもこの条件を満たすこととします

※1：

ここでの自宅とは、本人・家族の持ち家またが賃貸住宅を差し、グループホームやサービス付き高齢者向け住宅、軽費
老人ホーム（ケアハウス）、有料老人ホームは除きます。よって、入院前にそれら施設に住んでいた方は今回の対象者
からは外れます

※2：

※3：

調査票B-1票（患者・利用者票）
（自宅看取りと“なった”ケース）

患者様・利用者様についての調査票です。
退院支援・調整から自宅療養の終了まで、最も中心にかかわられたスタッフ

（医師、看護師、ケアマネジャー等）の方がご記入ください。

【対象患者・利用者】
以下の条件を “すべて満たす方” が調査対象となります。

アンケート調査票の回答期限（投函期限）
ご記入頂いた調査票は、同封の返信用封筒に入れて頂いた上、

12月2日（金）までに、ご投函下さい

ここでは、自宅で死亡したもの、死亡診断書の死亡場所種別が自宅であったものを指します。死亡の瞬間に本人以外の
者（家族や医療・介護従事者等）が傍にいたかどうかは問いません

必ずよくお読み頂いたうえで、記入を開始してください。

② お看取りの際の年齢が75歳以上であること

貴院・貴事業所
名称

最終的に自宅看取りとなった者(※3)であること
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調査票B-1票（在支診/病の患者）
問１．基本情報

 ③退院後に戻った本人の自宅の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人持家・戸建住宅 ４．本人賃貸・ｱﾊﾟｰﾄ等集合賃貸住宅
２．本人持家・ﾏﾝｼｮﾝ等集合住宅 ５．不明
３．本人賃貸・戸建住宅

 ④自宅のバリアフリー状況について（どちらかに〇を付けてください）
１．玄関までの通路や屋内生活導線中に段差がない ２．玄関までの通路や屋内生活導線中に段差がある

問２．退院時～自宅復帰時の情報

１．感染症および寄生虫症
２．新生物　→うち１６．悪性新生物
３．血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
４．内分泌、栄養および代謝疾患
５．精神および行動の障害　→うち１７．認知症
６．神経系の疾患　→うち１８．パーキンソン病・パーキンソン病関連疾患
７．眼および付属器の疾患、耳および乳様突起の疾患
８．循環器系の疾患　→うち１９．脳卒中　２０．急性心筋梗塞または狭心症　２１．急性心不全
９．呼吸器系の疾患　→うち２２．肺炎（誤嚥性肺炎を含む）　２３．COPD
１０．消化器系の疾患　→うち２４．胆のう炎・胆管炎　２５．イレウス
１１．皮膚および皮下組織の疾患
１２．筋骨格系および結合組織の疾患
１３．腎尿路性器系の疾患　→うち２６．尿路感染症・急性腎盂腎炎
１４．損傷、中毒およびその他の外因の影響　→うち２７．下肢・骨盤の骨折　２８．27以外の骨折
１５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ②退院後、自宅復帰時に必要な医療等について当てはまるもの全てに〇を付けてください
１．インシュリン等自己注射 ５．胃ろう、腸ろう ９．人工呼吸器の管理 １３．留置カテーテル
２．中心静脈栄養 ６．人工肛門 １０．疼痛管理 １４．喀痰吸引
３．経鼻胃管栄養 ７．酸素療法 １１．褥瘡の管理 １５．輸血
４．透析（血液・腹膜） ８．気管切開の処置 １２．リハビリ １６．その他（　　　　　）

 ③-１認知症の状況
 ③-２認知症生活自立度の状況　（③-１で２を選択した場合のみ）

１．自立 ２．Ⅰ ３．Ⅱa ４．Ⅱb ５．Ⅲa ６．Ⅲb ７．Ⅳ ８．Ｍ ９．不明
１．要支援１ ３．要介護１ ６．要介護４
２．要支援２ ４．要介護２ ７．要介護５

５．要介護３ ８．非該当
１．自立 ３．Ｊ２ ５．Ａ２ ７．Ｂ２ ９．Ｃ２
２．Ｊ１ ４．Ａ１ ６．Ｂ１ ８．Ｃ１ １０．不明

 ⑥同時点におけるＡＤＬの状況について、Ａ～Ｅそれぞれに当てはまるものひとつに〇を付けてください。
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明

 ④退院後、自宅での療養を開始した際に認定を受けた（受けてい
た）要介護度　※療養開始時に申請中だった場合は、その後の認定要介護
度をご記入ください

 ②-1 退院（※）時の年齢　※自宅療養の起点となった退院を指し、その後の自宅療養中に派生した急性増
悪に対応するための短期的な入院に伴う退院ではありませんのでご注意ください。

　　　　　歳

　　　　　歳

 ②-2 お看取りの際の年齢
 ②年齢

 ①在宅サービス提供のきっかけとなった入院の、原因となっていた主傷病名
問２-１　病状・病態について

※入院の原因
となっていた
疾患を、1~28
のうち、ひと
つに〇を付け
てください。

　１．認知症なし　　２．認知症あり　

  Ａ　移動
  Ｂ　食事
  Ｃ　排泄

　１．男性　　２．女性

  Ｄ　入浴
  Ｅ　着替え

 ⑤同時点での障害高齢者の日常生活自立度（寝
たきり度）について

 ①性別

▶ここからは、この方が退院し自宅に戻られる時点のことについてお伺いしていきます（B-1票B-2票共通項目）
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調査票B-1票（在支診/病の患者）
問２．退院時～自宅復帰時の情報（つづき）

 ①同居人の有無 １．あり ２．なし
 ②同居人のカテゴリ（複数回答可） １．配偶者 ３．息子 ５．孫 ７．友人

２．娘 ４．子供の配偶者 ６．親戚 ８．その他（　　　　　）
 ③主たる介護者 １．配偶者 ４．子供の配偶者 ７．友人

２．娘 ５．孫 ８．介護不要（本人自立のため）
３．息子 ６．親戚 ９．その他（　　　　　　　　　　）

１．同居 ３．遠距離別居（往復に30分以上）
２．近距離別居（30分以内で行き来が可能）
１．就労あり（ﾌﾙﾀｲﾑ） ２．就労あり（ﾊﾟｰﾄ） ３．就労なし ４．不明

 ①本人が自宅復帰を希望したことについての聴取の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人は意思疎通可能な状態で、本人の希望を直接（自身、もしくは他の医療・介護スタッフが）聞いた
２．本人は意思疎通可能な状態であったが、本人の意向は家族から間接的に聞いた

 ②家族（同居・別居を問わず）の、本人の退院後の行先に関する意向（最も近いものひとつに〇を付けてください）
１．家族としても、本人が自宅に戻ることを望んでいた
２．家族としてはどちらでもよかったが、本人が自宅を希望するのであれば応援したいと思っていた
３．家族としては本人の自宅復帰に消極的だが、本人の希望が強いので、認めざるを得ない状況だった
４．そもそも家族はいなかった

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

 ①退院時、自宅のバリアフリー環境について
１．バリアフリー環境に関しては問題ない状態だったので、そのまま退院となった
２．バリアフリー環境が不十分だったので、住宅改修を行って環境を改善し、退院となった
３．バリアフリー環境が不十分だったが、そのまま退院となった

 ②前問①で２．３．を選択した場合に伺います。不十分だった住宅の要素は何ですか？（複数選択可）
１．生活導線の中でどうしても階段や段差が介在する ４．トイレがバリアフリーになっていない
２．廊下等に手すりがない ５．ベッド等の寝る場所がバリアフリーになっていない
３．お風呂がバリアフリーになっていない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａ．自宅への訪問には全く抵抗がなかった 　Ｂ．抵抗感があった
※記入者による推定で構いません 　③-４サービス提供者が自宅へ頻繁に訪問しに来ることに対する本人の意識（※）

　Ｂ．必要に応じて一時的な入院はあり得る

　※質問①で選択肢3.（意思疎通困難）を選ばれた方は、
　　こちら③-1～5の質問は無回答で構いません

※記入者による推定で構いません

※記入者による推定で構いません

※記入者による推定で構いません

※記入者による推定で構いません

※記入者による推定で構いません

 ③退院時の本人の希望の性質に関し、ＡとＢどちらに近いか、当てはまるスケールの数字1つに〇をつけてください

Ｂ．看取り場所までは明確に想定していなかった

 　③-３本人の自宅復帰の希望と経済力の関係（※）

　 ③-２本人の自宅復帰希望の背景となる感情（※）

Ａ．自宅看取りまで明確に想定していた
 　③-５本人の希望における自宅復帰の自宅看取りの関係（※）

　 ③-６急変時・増悪時の対応イメージ（※）

問２-２　世帯・同居状況について

３．本人は意思疎通困難な状態だったので、聴取はできていない（家族や病院スタッフ等が証言する本人の過去の言動等
から、本人の自宅復帰の希望が明らかであると推察した）

※当てはまるものひとつに〇を付け
てください

※「配偶者」には事実婚を含む

 ④主たる介護者との同居の有無

 ⑤主たる介護者の就労の有無

や
や
Ａ

Ａ
や
や
Ｂ

Ｂ

問２-４　自宅のバリアフリーに関する状況について

Ａ．経済的に多くの選択肢があった 　Ｂ．経済的に自宅以外に選択肢がなかった

　Ｂ．病院や入院生活への拒絶感Ａ．住み慣れた自宅に戻りたい

4
　Ｂ．家族等周囲の方のこだわり
（本人にはそこまで強いこだわりがなかった）

Ａ．本人の非常に強いこだわり 1 2 3

Ａ．入院は絶対にしない

 　③-１本人の自宅復帰の希望形成の背景（※）

※家族内に複数の意向があった場合は主介護者の意向がどうだったかで上記番号を選択してください。

問２-３　本人の自宅復帰に関する意思決定について
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調査票B-1票（在支診/病の患者）

問３．自宅看取りに至るまでの本人の状態・周辺状況の変化に関する情報

 ① 問２-１の②で選択した、自宅復帰時に必要だった医療等について、自宅復帰後、自宅看取りに至るまでの間に、
追加で増えた医療等があれば、すべて〇を付けてください。
１．インシュリン等自己注射 ５．胃ろう、腸ろう ９．人工呼吸器の管理 １３．留置カテーテル
２．中心静脈栄養 ６．人工肛門 １０．疼痛管理 １４．喀痰吸引
３．経鼻胃管栄養 ７．酸素療法 １１．褥瘡の管理 １５．輸血
４．透析（血液・腹膜） ８．気管切開の処置 １２．リハビリ １６．その他（　　　　　）

 ②-１認知症の状況
 ②-２最終的な認知症生活自立度の状況　（②-１で選択肢２及び３を選択した方のみ回答）

１．自立 ２．Ⅰ ３．Ⅱa ４．Ⅱb ５．Ⅲa ６．Ⅲb ７．Ⅳ ８．Ｍ ９．不明
１．要支援１ ３．要介護１ ５．要介護３ ７．要介護５
２．要支援２ ４．要介護２ ６．要介護４ ８．非該当
１．自立 ３．Ｊ２ ５．Ａ２ ７．Ｂ２ ９．Ｃ２
２．Ｊ１ ４．Ａ１ ６．Ｂ１ ８．Ｃ１ １０．不明

 ⑤最終的なＡＤＬの状況について、Ａ～Ｅそれぞれに当てはまるものひとつに〇を付けてください。
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明

 ①状態（医療依存度やADL）の推移に伴う家族介護・介護サービスの提供量の変化について（複数選択可）
１．状態の悪化に対し、保険（医療・介護）サービスを増やすことで対応した
２．状態の悪化に対し、家族介護を増やすことで対応した
３．状態の悪化に対し、自費（市場）サービスを増やすことで対応した
４．状態は悪化せず、退院時と変わらないサービス提供体制のままで対応した

 ①看取りが実際に近づいたタイミングで改めて、自宅看取りへ向けた意思を再確認をしましたか？
１．行った　　２．行っていない

 ②再確認時の聴取の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人は意思疎通可能な状態で、本人の意思を直接（自身、もしくは他の医療・介護スタッフが）聞いた
２．本人は意思疎通可能な状態であったが、本人の意向は家族から間接的に聞いた

 ③本人の自宅看取りへ向けた意思の変化に関し、最も近いものはどれですか？
１．退院時と変わっていない。
２．退院時よりも、さらに自宅看取りに前向きになっていた
３．退院時よりも、自宅看取りに対して、消極的になっていた。
４．不明

 ④家族の自宅看取りへ向けた意思の変化に関し、最も近いものはどれですか？（※同居家族なしの場合は回答しないでください）

１．退院時と変わっていない。
２．退院時よりも、さらに自宅看取りに前向きになっていた
３．退院時よりも、自宅看取りに対して、消極的になっていた。
４．不明

問３-３　本人の自宅看取りへ向けた意思決定について

３．本人は意思疎通困難な状態だったので、聴取はできていない（家族や支援スタッフ等が証言する本人の過去の言動等
から、本人の自宅看取りの意思が明らかであると推察した）

  Ａ　移動
  Ｂ　食事
  Ｃ　排泄
  Ｄ　入浴
  Ｅ　着替え

　１．依然、認知症なし　　２．療養中に認知症発症　 ３．療養中に悪化

 ③最終的に認定を受けていた要介護度

 ④最終的な障害高齢者の日常生活自立度（寝た
きり度）について

問３-２　サービス提供体制の変化について

問３-１　身体状態の変化について

▶ここからは、この方が自宅看取りへ至る過程の時期についてお伺いしていきます（B-1票のみの項目）
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調査票B-1票（在支診/病の患者）

 ⑤自宅での看取りに関し、本人や家族は不安を感じていたと思いますか？
⑤-１　本人の不安について（推定でも構いません）
１．不安を感じていた ３．そもそも最初から不安は一切感じていなかった
２．もともと感じていたが、当初の不安は取り除かれていた ４．わからない
⑤-２　（いれば）同居家族の不安について
１．不安を感じていた ３．そもそも最初から不安は一切感じていなかった
２．もともと感じていたが、当初の不安は取り除かれていた ４．わからない

 ⑥ 設問⑤-1,2において、選択肢１もしくは２を選んだ方に伺います。
それら本人や家族の不安を取り除いていった（軽減させていった）のは誰だったと思いますか？（複数選択可）
１．在宅医 ４．ヘルパー ７．親戚
２．訪問看護師 ５．民生委員 ８．その他の人（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３．ケアマネジャー ６．近所の友人等 ９．誰も不安を取り除くことはできていなかった

 ⑦あらかじめ急性疾患で増悪した際に入院や救急搬送をするか、について、本人・家族と合意していましたか？
下記の中から最も近いものを選んでください（本人が意思疎通不可の場合は、家族のみとの合意内容で可）
１．どんな場合でも入院（救急搬送含む）はせず、自宅で治療する（場合によっては看取る）ことにしていた
２．主治医の判断に従い、状況次第で入院（救急搬送含む）を選択することにしていた
３．状況に応じ、本人や家族の判断で入院（救急搬送含む）を選択することにしていた
４．特に明確な取り決め・合意を形成してはいなかった

問４．実際の自宅看取りに関する情報

１．事前の合意通り、搬送するか否かで混乱することもなく、自宅での看取りとなった
２．事前の合意と異なり、搬送するか否かで混乱はあったが、何とか自宅での看取りとなった
３．事前に確固たる合意が形成できていなかったが、何とか自宅での看取りとなった
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ①同居（もしくは近居）家族がいた場合、今回の自宅看取りをめぐっての家族の満足度について
１．非常に満足 ２．やや満足 ３．どちらでもない ４．やや不満 ５．とても不満 ６．不明

 ②-１ 支援にかかわった記入者本人の、この自宅看取りを振り返った印象に関し、最も近いもの教えてください
１．非常によい自宅看取りだったように思う
２．多くの反省点と課題の残る自宅看取りだったように思う
３．評価はどちらともいえない自宅看取りだったように思う

➡裏面に続く

問４-１　看取り時（看取りの当日、もしくは最後の数日間）の状況について（もっとも近いものを選んでください）

問３-３　本人の自宅看取りへ向けた意思決定について（つづき）

問４-２　この自宅看取りの満足度について
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調査票B-1票（在支診/病の患者）

問５．本人の希望に沿った自宅復帰および自宅看取りが成功した要因に関する情報

１．本人の自宅への強い意志・こだわりがあったこと
２．本人の希望を抑圧しない、周囲の人たちの態度・理解があったこと
３．同居（近居）家族の家族介護力があったこと
４．同居（近居）家族が協力的だったこと
５．独居等、同居家族がおらず、本人自身で意思決定ができたこと
６．経済的な余裕があったこと
７．経済的な余裕がなく、自宅以外の選択肢がなかったこと
８．自宅が持ち家で家賃の負担がなかったこと
９．自宅が持ち家で、バリアフリー改修が容易だったこと
10．もともと自宅がバリアフリーだったこと
11．がん等、予後予測が可能（短期的）な疾患だったこと
12．認知症がなかった（軽かった）こと
13．吸引等、家族介護力が必要な医療行為が必要なかったこと
14．在宅医の特殊なスキルが必要（輸血等）な状態にならなかったこと
15．本人や家族に自宅療養や自宅看取りのイメージの素地があったこと
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．24時間対応可能な在宅医が地域に多いこと
２．病院の退院調整が早期かつ丁寧で、連携がよく機能していたこと
３．24時間対応可能な訪問看護ステーションが地域に多いこと
４．24時間対応可能な訪問介護事業所が地域に多いこと
５．自宅看取りに習熟しているケアマネジャーが地域に多いこと
６．在宅対応型の薬局が地域に多いこと
７．急変時に受け入れ可能な後方支援病床が地域に多いこと
８．看取りの経験豊富な在宅医・訪問看護師が地域に多いこと
９．疼痛コントロールが可能な在宅医が地域に多いこと
10．医療・介護の多職種連携や相互交流が活発な地域だったこと
11．行政が医療介護連携強化（研修や交流の場づくり等）に積極的なこと
12．自宅での療養や看取りの文化や認識が昔から一般的な地域であること
13．自宅療養や看取りに関する住民向け啓発活動が盛んな地域であること
14．隣近所の互助やボランティア組織による生活支援が充実していること
15．行政による住宅改修補助等の各種支援施策が充実してること
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　） （　）

（　） （　）

（　） （　）

（　）

（　） （　）
（　） （　）
（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）

 右側のＡ,Ｂそれぞれについて、寄与度が高いと思う要素上位5つに、〇を付けてください。
 さらにＡ,Ｂそれぞれについて、その5つの中で最も寄与度の高いと思う項目に関して、
 枠内のカッコ（　）内に（１）と記入し、わかるようにしてください。

▶最後に、この方の自宅看取りの成否を規定した要因ついてお伺いします

（　）
（　） （　）
（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）
（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）
（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）
（　） （　）

上記2列に、〇が合計10個、
（1）はふたつ、あれば大丈夫です

（　）
（　） （　）
（　） （　）

（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）

当調査票の質問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。

問５-１-２　居住地域の状態で、寄与したこと
Ａ：退院後自宅復帰

できたことに
寄与した要因

Ｂ：最終的な
自宅看取りの成功に

寄与した要因

（　） （　）

問５-１-１　本人・家族の状態で、寄与したこと
Ａ：退院後自宅復帰

できたことに
寄与した要因

Ｂ：最終的な
自宅看取りの成功に

寄与した要因

（　） （　）

（　） （　）

（　） （　）
（　） （　）
（　） （　）

上記2列に、〇が合計10個、
（1）はふたつ、あれば大丈夫です

（　）
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調査票B-2票（在支診/病の患者）

①

③

④

● 調査票到着時に上記①～④の条件を“すべて満たす直近の１名”

※同送のＡ票との紐づけのため、Ｂ票にも下記の事業所情報をご記入ください

病院からの退院時に、本人(※1)が「入院前に住んでいた自宅(※2)に戻ること」を希望し、実際に自宅
に戻って、自宅療養をした（自宅で医療・介護サービスを受けた）者であること
※1： 退院時に本人の意思疎通が困難だった場合、家族等が入院前の本人の希望をくみ取り、自宅復帰をその家族が希望し

た、という場合でもこの条件を満たすこととします

※2： ここでの自宅とは、本人・家族の持ち家またが賃貸住宅を差し、グループホームやサービス付き高齢者向け住宅、軽費
老人ホーム（ケアハウス）、有料老人ホームは除きます。よって、入院前にそれら施設に住んでいた方は今回の対象者
からは外れます

退院後自宅療養を開始するも、途中で何らかの理由から、施設に入所したり、病院に入院するなどし
て、最終的に元の自宅には戻らず、自宅以外の場所で死亡した者（自宅看取り“できなかった”者）で
あること

平成28年度　厚生労働省　老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業
医療・介護ニーズがある高齢者等の地域居住のあり方に関する調査研究事業

「退院後の地域居住を可能にする住まいとサービスのあり方に関するアンケート調査」

一般財団法人高齢者住宅財団

患者様・利用者様についての調査票です。
退院支援・調整から自宅療養の終了まで、最も中心にかかわられたスタッフ

（医師、看護師、ケアマネジャー等）の方がご記入ください。

【対象患者・利用者】

調査票B-2票（患者・利用者票）
（自宅看取りと“ならなかった”ケース）

以下の条件を “すべて満たす方” が調査対象となります。

アンケート調査票の回答期限（投函期限）
ご記入頂いた調査票は、同封の返信用封筒に入れて頂いた上、

12月2日（金）までに、ご投函下さい

必ずよくお読み頂いたうえで、記入を開始してください。

貴院・事業所がサービス（訪問医療や訪問看護、ケアマネジメント）を提供した患者・利用者で、
すでに死亡した（お看取りとなった）者であること

② お看取りの際の年齢が75歳以上であること

貴院・貴事業所
名称

電話番号
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調査票B-2票（在支診/病の患者）
問１．基本情報

 ③退院後に戻った本人の自宅の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人持家・戸建住宅 ４．本人賃貸・ｱﾊﾟｰﾄ等集合賃貸住宅
２．本人持家・ﾏﾝｼｮﾝ等集合住宅 ５．不明
３．本人賃貸・戸建住宅

 ④自宅のバリアフリー状況について（どちらかに〇を付けてください）
１．玄関までの通路や屋内生活導線中に段差がない ２．玄関までの通路や屋内生活導線中に段差がある

問２．退院時～自宅復帰時の情報

１．感染症および寄生虫症
２．新生物　→うち１６．悪性新生物
３．血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
４．内分泌、栄養および代謝疾患
５．精神および行動の障害　→うち１７．認知症
６．神経系の疾患　→うち１８．パーキンソン病・パーキンソン病関連疾患
７．眼および付属器の疾患、耳および乳様突起の疾患
８．循環器系の疾患　→うち１９．脳卒中　２０．急性心筋梗塞または狭心症　２１．急性心不全
９．呼吸器系の疾患　→うち２２．肺炎（誤嚥性肺炎を含む）　２３．COPD
１０．消化器系の疾患　→うち２４．胆のう炎・胆管炎　２５．イレウス
１１．皮膚および皮下組織の疾患
１２．筋骨格系および結合組織の疾患
１３．腎尿路性器系の疾患　→うち２６．尿路感染症・急性腎盂腎炎
１４．損傷、中毒およびその他の外因の影響　→うち２７．下肢・骨盤の骨折　２８．27以外の骨折
１５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ②退院後、自宅復帰時に必要な医療等について当てはまるもの全てに〇を付けてください
１．インシュリン等自己注射 ５．胃ろう、腸ろう ９．人工呼吸器の管理 １３．留置カテーテル
２．中心静脈栄養 ６．人工肛門 １０．疼痛管理 １４．喀痰吸引
３．経鼻胃管栄養 ７．酸素療法 １１．褥瘡の管理 １５．輸血
４．透析（血液・腹膜） ８．気管切開の処置 １２．リハビリ １６．その他（　　　　　）

 ③-１認知症の状況
 ③-２認知症生活自立度の状況　（③-１で２を選択した場合のみ）

１．自立 ２．Ⅰ ３．Ⅱa ４．Ⅱb ５．Ⅲa ６．Ⅲb ７．Ⅳ ８．Ｍ ９．不明
１．要支援１ ３．要介護１ ６．要介護４
２．要支援２ ４．要介護２ ７．要介護５

５．要介護３ ８．非該当
１．自立 ３．Ｊ２ ５．Ａ２ ７．Ｂ２ ９．Ｃ２
２．Ｊ１ ４．Ａ１ ６．Ｂ１ ８．Ｃ１ １０．不明

 ⑥同時点におけるＡＤＬの状況について、Ａ～Ｅそれぞれに当てはまるものひとつに〇を付けてください。
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明

問２-１　病状・病態について

  Ｄ　入浴
  Ｅ　着替え

▶ここからは、この方が退院し自宅に戻られる時点のことについてお伺いしていきます（B-1票B-2票共通項目）

 ①性別 　１．男性　　２．女性

 ②年齢
 ②-1 退院（※）時の年齢　※自宅療養の起点となった退院を指し、その後の自宅療養中に派生した急性増
悪に対応するための短期的な入院に伴う退院ではありませんのでご注意ください。

　　　　　歳

 ②-2 自宅療養が終了（自宅以外の施設や病院へ療養場所を移動）した時点での年齢 　　　　　歳

 ①在宅サービス提供のきっかけとなった入院の、原因となっていた主傷病名

※入院の原因
となっていた
疾患を、1~28
のうち、ひと
つに〇を付け
てください。

　１．認知症なし　　２．認知症あり　

  Ａ　移動
  Ｂ　食事
  Ｃ　排泄

 ④退院後、自宅での療養を開始した際に認定を受けた（受けてい
た）要介護度　※療養開始時に申請中だった場合は、その後の認定要介護
度をご記入ください
 ⑤同時点での障害高齢者の日常生活自立度（寝
たきり度）について
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調査票B-2票（在支診/病の患者）
問２．退院時～自宅復帰時の情報（つづき）

 ①同居人の有無 １．あり ２．なし
 ②同居人のカテゴリ（複数回答可） １．配偶者 ３．息子 ５．孫 ７．友人

２．娘 ４．子供の配偶者 ６．親戚 ８．その他（　　　　　）
 ③主たる介護者 １．配偶者 ４．子供の配偶者 ７．友人

２．娘 ５．孫 ８．介護不要（本人自立のため）
３．息子 ６．親戚 ９．その他（　　　　　　　　　　）

１．同居 ３．遠距離別居（往復に30分以上）
２．近距離別居（30分以内で行き来が可能）
１．就労あり（ﾌﾙﾀｲﾑ） ２．就労あり（ﾊﾟｰﾄ） ３．就労なし ４．不明

 ①本人が自宅復帰を希望したことについての聴取の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人は意思疎通可能な状態で、本人の希望を直接（自身、もしくは他の医療・介護スタッフが）聞いた
２．本人は意思疎通可能な状態であったが、本人の意思は家族から間接的に聞いた

 ②家族（同居・別居を問わず）の、本人の退院後の行先に関する意向（最も近いものひとつに〇を付けてください）
１．家族としても、本人が自宅に戻ることを望んでいた
２．家族としてはどちらでもよかったが、本人が自宅を希望するのであれば応援したいと思っていた
３．家族としては本人の自宅復帰に消極的だが、本人の希望が強いので、認めざるを得ない状況だった
４．そもそも家族はいなかった

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

 ①退院時、自宅のバリアフリー環境について
１．バリアフリー環境に関しては問題ない状態だったので、そのまま退院となった
２．バリアフリー環境が不十分だったので、住宅改修を行って環境を改善し、退院となった
３．バリアフリー環境が不十分だったが、そのまま退院となった

 ②前問①で２．３．を選択した場合に伺います。不十分だった住宅の要素は何ですか？（複数選択可）
１．生活導線の中でどうしても階段や段差が介在する ４．トイレがバリアフリーになっていない
２．廊下等に手すりがない ５．ベッド等の寝る場所がバリアフリーになっていない
３．お風呂がバリアフリーになっていない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　③-４サービス提供者が自宅へ頻繁に訪問しに来ることに対する本人の意識（※） ※記入者による推定で構いません

　 ③-６急変時・増悪時の対応イメージ（※） ※記入者による推定で構いません

Ａ．入院は絶対にしない 　Ｂ．必要に応じて一時的な入院はあり得る
問２-４　自宅のバリアフリーに関する状況について

 　③-５本人の希望における自宅復帰の自宅看取りの関係（※）
Ａ．自宅看取りまで明確に想定していた Ｂ．看取り場所までは明確に想定していなかった

※記入者による推定で構いません

※記入者による推定で構いません

や
や
Ａ

や
や
Ｂ

Ｂ
 　③-１本人の自宅復帰の希望形成の背景（※） ※記入者による推定で構いません

 　③-３本人の自宅復帰の希望と経済力の関係（※）
Ａ．経済的に多くの選択肢があった 　Ｂ．経済的に自宅以外に選択肢がなかった

Ａ．自宅への訪問には全く抵抗がなかった 　Ｂ．抵抗感があった

Ａ．本人の非常に強いこだわり 1 2 3 4
　Ｂ．家族等周囲の方のこだわり
（本人にはそこまで強いこだわりがなかった）

※記入者による推定で構いません

問２-２　世帯・同居状況について

※「配偶者」には事実婚を含む

※当てはまるものひとつに〇を付け
てください
 ④主たる介護者との同居の有無

 ⑤主たる介護者の就労の有無
問２-３　本人の自宅復帰に関する意思決定について

３．本人は意思疎通困難な状態だったので、聴取はできていない（家族や病院スタッフ等が証言する本人の過去の言動等
から、本人の自宅復帰の希望が明らかであると推察した）

※家族内に複数の意向があった場合は主介護者の意向がどうだったかで上記番号を選択してください。
 ③退院時の本人の希望の性質に関し、ＡとＢどちらに近いか、当てはまるスケールの数字1つに〇をつけてください
　※質問①で選択肢3.（意思疎通困難）を選ばれた方は、
　　こちら③-1～5の質問は無回答で構いません Ａ

　 ③-２本人の自宅復帰希望の背景となる感情（※）
Ａ．住み慣れた自宅に戻りたい 　Ｂ．病院や入院生活への拒絶感
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調査票B-2票（在支診/病の患者）

 ① 問２-１の②で選択した、自宅復帰時に必要だった医療等について、復帰から自宅療養の終了に至るまでの間に、
追加で増えた医療等があれば、すべて〇を付けてください。
１．インシュリン等自己注射 ５．胃ろう、腸ろう ９．人工呼吸器の管理 １３．留置カテーテル
２．中心静脈栄養 ６．人工肛門 １０．疼痛管理 １４．喀痰吸引
３．経鼻胃管栄養 ７．酸素療法 １１．褥瘡の管理 １５．輸血
４．透析（血液・腹膜） ８．気管切開の処置 １２．リハビリ １６．その他（　　　　　）

 ①-２その中で特に、自宅療養の終了に最も大きな、直接的影響を与えた医療行為があれば、数字を教えてください
上記１～１５で該当する医療行為の番号（複数該当する場合は複数記入可）➡　　　　　　　　　番

 ②-１認知症の状況
 ②-２自宅療養の終了時の最終的な認知症生活自立度の状況　（②-１で２を選択した場合のみ）

１．自立 ２．Ⅰ ３．Ⅱa ４．Ⅱb ５．Ⅲa ６．Ⅲb ７．Ⅳ ８．Ｍ ９．不明
 ②-3 上記、認知症生活自立度の悪化と、自宅療養の終了の関係性について　（②-１で２を選択した場合のみ）

１．自宅療養の終了の直接的な原因だった ３．自宅療養の終了とは関係がない（影響を与えていない）
２．自宅療養の終了に影響を与えた ４．不明

１．要支援１ ３．要介護１ ５．要介護３ ７．要介護５
２．要支援２ ４．要介護２ ６．要介護４ ８．非該当
１．自立 ３．Ｊ２ ５．Ａ２ ７．Ｂ２ ９．Ｃ２
２．Ｊ１ ４．Ａ１ ６．Ｂ１ ８．Ｃ１ １０．不明

 ⑤-1 自宅療養の終了時の最終的なADLの状況について、A～Eそれぞれ当てはまるものひとつに〇を付けてください
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明
１．自立　 ２．見守り　 ３．一部介助　　 ４．全介助　　 ５．不明

 ⑤-2 なお、その中で特に自宅療養の終了に直接的影響を与えた悪化項目があれば、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを教えてください
上記Ａ～Ｅで該当するADL悪化項目のｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ（複数該当する場合は複数記入可）➡　　　　　　　番

 ⑥以下の本人の身体状況の推移の項目中で、在宅療養の終了に最も影響を与えたと思うものを選んでください
１．医療依存度（喀痰吸引等含む）の上昇　　２．認知症の悪化　　３．ADLの低下と身体介護必要量の増加

 ①自宅療養の終了に至る、本人の意思の変化に関しての聴取の状況（当てはまるものひとつに〇を付けてください）
１．本人の意思の変化を直接（自身、もしくは他の医療・介護スタッフが）聞いた
２．本人の意思の変化を聞いた家族から、間接的に聞いた

 ②自宅療養の終了に至る、本人の意思の変化に関し、最も近いものはどれですか？
１．退院時と変わらず、本人は自宅での療養を望んでいた
２．退院時と異なり、自宅療養にこだわらなくなった
３．退院時と異なり、自宅以外の場所での療養を望むようになった
４．不明

 ③自宅療養の終了に至る家族の意思の変化に関し、最も近いものはどれですか？

１．退院時と変わらず、本人の自宅での療養を望んでいた
２．退院時と異なり、本人の自宅療養にこだわらなくなった
３．退院時と異なり、自宅以外の場所での療養を望むようになった
４．不明

  Ｅ　着替え

問３-２　自宅療養の終了に至るまでの、本人・家族の意思決定について

３．本人との意思疎通は困難になってしまったため、聴取はできていない

 ④自宅療養の終了時の最終的な障害高齢者の日
常生活自立度（寝たきり度）について

  Ａ　移動
  Ｂ　食事
  Ｃ　排泄
  Ｄ　入浴

問３-１　身体状態の変化について

　１．依然、認知症なし　　２．療養中に認知症発症　

 ③自宅療養の終了時に最終的に認定を受けてい
た要介護度

問３．自宅療養の終了（※ここでは身体状況の重度化によって在宅限界を迎え他の療養場所へ移動することや、急性増悪で入院
しそのまま二度と自宅に戻ることがなかった場合どちらも含む）に至るまでの本人の状態・周辺状況の変化に関する情報

（※同居家族なしの場合は回答しないでください）

▶ここからは、この方が自宅療養の終了に至る過程の時期についてお伺いしていきます（B-2票のみの項目）
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調査票B-2票（在支診/病の患者）

 ④あらかじめ急性疾患で増悪した際に入院や救急搬送をするか、について、本人・家族と合意していましたか？
下記の中から最も近いものを選んでください（本人が意思疎通不可の場合は、家族のみとの合意内容で可）
１．どんな場合でも入院（救急搬送含む）はせず、自宅で治療する（場合によっては看取る）ことにしていた
２．主治医の判断に従い、状況次第で入院（救急搬送含む）を選択することにしていた
３．状況に応じ、本人や家族の判断で入院（救急搬送含む）を選択することにしていた
４．特に明確な取り決め・合意を形成してはいなかった

 ① 自宅療養の終了のタイプについて、どちらかを選んで〇を付けてください。
１．【計画型】介護施設や高齢者向け住宅、療養型病院等への計画的な入所・入院によって療養場所を移した
２．【突発型】肺炎等の急性疾患の増悪により突発的に入院となり、そのまま二度と自宅には戻らなかった

１．医療依存度の上昇に対応可能な在宅医がいなかったため
２．訪問看護や訪問介護等の24時間対応可能な保険サービスが、地域に十分になかったため
３．訪問看護や訪問介護等のニーズが、介護保険の限度額を超え、保険だけでは賄えなくなったため
４．家族による介護継続が困難になったため（家族の疲弊や介護拒否、転居等）
５．家族介護力は減っていないが、それでも足りなくなってしまったため
６．ＡＤＬ低下に伴い必要となった追加の自宅バリアフリー化（改修等）に対応できなかったため
７．特養等の、経済的負担の少ない介護施設へ入居できることになったため
８．子供の援助等で、介護付き有料老人ホームやサ高住に入居できることになったため
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０．不明

 ②移動先の療養場所を教えてください
１．特別養護老人ホーム ４．サービス付き高齢者向け住宅 ７．一般病棟 １０．その他
２．介護老人保健施設 ５．グループホーム ８．緩和ケア病棟 （　　　　　　　　　　）
３．有料老人ホーム ６．ケアハウス ９．療養病棟 １１．不明

 ①この入院の経路を教えてください １．予定入院（救急搬送ではない） ２．救急搬送による入院
 ②この入院は、誰の判断によって決まりましたか？

１．主治医の判断による ３．家族の判断による ５．訪問看護師の判断による ７．不明
２．本人の判断による ４．ケアマネジャーの判断による ６．その他（　　　　　　　　）

 ③この入院の判断は事前に医療介護ｽﾀｯﾌと本人家族間で合意されていた急変時対応と、合致するものでしたか？
１．合致する、適切なものだった ３．そもそも合意は形成されていなかった
２．急変時の混乱の中での判断で、合致しないものだった ４．不明

 ④この入院後の状況を教えてください
１．入院後、短期間でそのままお看取り（病院看取り）となった ３．不明
２．治療ののち病状は安定したが、退院先は自宅以外の場所となった。

 ⑤前質問④で「２．退院先は自宅以外」を選んだ方に伺います。
自宅に戻らなかった（戻れなかった）となった理由は何ですか？（複数選択可）
１．医療依存度やADLの重度化によるやむを得ない理由のため ４．その他（　　　　　　　　　　　　　）
２．本人が自宅復帰に消極的となったため ５．不明
３．家族が自宅復帰に消極的となったため

 ①療養場所の移動に至った背景を教えてください（複数回答可）

▶【突発型】を選んだ方のみお答え頂きます。　➡【計画型】を選んだ方は、問５に進んでください。
問４-３　突発的入院の原因について

問４．実際の自宅療養終了時（自宅以外の療養場所へ移動する）の状況および移動先に関する情報
問４-１　自宅療養の終了の状況について

▶【計画型】を選んだ方のみお答え頂きます。　➡【突発型】を選んだ場合は、問４-３に進んでください。
問４-２　自宅療養の終了の原因について

問３-２　自宅療養の終了に至るまでの、本人・家族の意思決定について（つづき）
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調査票B-2票（在支診/病の患者）

問５-１．自宅復帰の成功に影響を与えた要因に関する情報

１．本人の自宅への強い意志・こだわりがあったこと
２．本人の希望を抑圧しない、周囲の人たちの態度・理解があったこと
３．同居（近居）家族の家族介護力があったこと
４．同居（近居）家族が協力的だったこと
５．独居等、同居家族がおらず、本人自身で意思決定ができたこと
６．経済的な余裕があったこと
７．経済的な余裕がなく、自宅以外の選択肢がなかったこと
８．自宅が持ち家で家賃がなかったこと
９．自宅が持ち家で、バリアフリー改修が容易だったこと
10．もともと自宅がバリアフリーだったこと
11．がん等、予後予測が可能（短期的）な疾患だったこと
12．認知症がなかった（軽かった）こと
13．吸引等、家族介護力が必要な医療行為が必要なかったこと
14．在宅医の特殊なスキルが必要（輸血等）な状態にならなかったこと
15．本人や家族に自宅療養や自宅看取りのイメージの素地があったこと
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．24時間対応可能な在宅医が地域に多いこと
２．病院の退院調整が早期かつ丁寧で、連携がよく機能していたこと
３．24時間対応可能な訪問看護ステーションが地域に多いこと
４．24時間対応可能な訪問介護事業所が地域に多いこと
５．自宅看取りに習熟しているケアマネジャーが地域に多いこと
６．在宅対応型の薬局が地域に多いこと
７．急変時に受け入れ可能な後方支援病床が地域に多いこと
８．看取りの経験豊富な在宅医・訪問看護師が地域に多いこと
９．疼痛コントロールが可能な在宅医が地域に多いこと
10．医療・介護の多職種連携や相互交流が活発な地域だったこと
11．行政が医療介護連携強化（研修や交流の場づくり等）に積極的なこと
12．自宅での療養や看取りの文化や認識が昔から一般的な地域であること
13．自宅療養や看取りに関する住民向け啓発活動が盛んな地域であること
14．隣近所の互助やボランティア組織による生活支援が充実していること
15．行政による住宅改修補助等の各種支援施策が充実してること
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記に、〇が合計５つ、（1）はひとつ、あれば大丈夫です

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

▶最後に、この方の自宅看取りの成否を規定した要因ついてお伺いします

 寄与度が高いと思う要素上位5つに、〇を付けてください。
 さらにその5つの中で最も寄与度の高いと思う項目に関して、枠内のカッコ（　）内に（１）と記入し、
わかるようにしてください。

　問５-１-１　本人・家族の状態で、自宅復帰に貢献したこと
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）

上記に、〇が合計５つ、（1）はひとつ、あれば大丈夫です

　問５-１-２　居住地域の状態で、自宅復帰に貢献したこと
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
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調査票B-2票（在支診/病の患者）

１．本人の自宅への強い意志・こだわりがなかったこと
２．本人の希望を抑圧しない、周囲の人たちの態度・理解がなかったこと
３．同居（近居）家族の家族介護力がなかったこと
４．同居（近居）家族が協力的でなかったこと
５．同居家族がいて、本人自身で意思決定ができなかったこと
６．経済的な余裕がなかったこと
７．経済的な余裕があり、自宅以外の選択肢があったこと
８．自宅が持ち家でなく、家賃の負担があったこと
９．自宅が持ち家でなく、バリアフリー改修が容易でなかったこと
10．もともと自宅がバリアフリーでなかったこと
11．がん等、予後予測が可能（短期的）な疾患ではなかったこと
12．認知症があった（重かった）こと
13．吸引等、家族介護力が必要な医療行為が必要な状態になったこと
14．在宅医の特殊なスキルが必要（輸血等）な状態になったこと
15．本人や家族に自宅療養や自宅看取りのイメージの素地がなかったこと
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．24時間対応可能な在宅医が地域に少なかったこと
２．病院の退院調整が不十分で、連携がうまく機能していなかったこと
３．24時間対応可能な訪問看護ステーションが地域に少ないこと
４．24時間対応可能な訪問介護事業所が地域に少ないこと
５．自宅看取りに習熟しているケアマネジャーが地域に少ないこと
６．在宅対応型の薬局が地域に少ないこと
７．急変時に受け入れ可能な後方支援病床が地域に少ないこと
８．看取りの経験豊富な在宅医・訪問看護師が地域に少ないこと
９．疼痛コントロールが可能な在宅医が地域に少ないこと
10．医療・介護の多職種連携や相互交流が活発ではない地域だったこと
11．行政が医療介護連携強化（研修や交流の場づくり等）に消極的なこと
12．自宅での療養や看取りの文化や認識が昔から一般的でない地域であること
13．自宅療養や看取りに関する住民向け啓発活動があまり行われていない地域であること
14．隣近所の互助やボランティア組織による生活支援が充実していないこと
15．行政による住宅改修補助等の各種支援施策が充実していないこと
16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　）

（　）
（　）

上記に、〇が合計５つ、（1）はひとつ、あれば大丈夫です

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）

上記に、〇が合計５つ、（1）はひとつ、あれば大丈夫です

　問５-２-２　居住地域の状態に関し、自宅看取りの阻害要因となったこと
　（※項目はすべて、左の表の逆説になっています）

（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

問５-２．自宅看取りの終了（他の場所への移動）に影響を与えた要因（＝自宅看取りの阻害要因）に関する情報
 影響力が大きかったと思う要素上位5つに、〇を付けてください。
 さらにその5つの中で最も影響力が大きかったと思う項目に関して、枠内のカッコ（）内に（１）と記入し、
わかるようにしてください。

　問５-２-１　本人・家族の状態に関し、自宅看取りの阻害要因となったこと
　（※項目はすべて、左の表の逆説になっています）

（　）
（　）
（　）
（　）

当調査票の質問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。
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